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 今年の 2 月より介護療養施設で療養されていた当協会顧問

（2017 年 2 月まで事務局長）の南 岩夫さんが 6 月 12 日に亡く

なられました。1934 年（昭和 9 年）生まれの満 85 歳でした。こ

の訃報を事務局が知ったのは 6 月 18 日でした。 

 6 月 22 日に事務局有志でご自宅に弔問に伺いましたが、奥様か

ら“突然のことで、またコロナ禍もあり、どこにも誰にも連絡せ

ず身内だけで 6月 15日に葬儀を行った”ことをお聞きしました。

南さんは 6月 12日の朝食を食べたのち午前 11時過ぎに亡くなら

れており、ご家族の驚きはいかばかりかと推察する次第です。 

 南さんは当時の電電公社（現ＮＴＴ）に勤務しながら全電通労

働組合、総評・社会党の運動とともに日中友好活動に取り組んで来られ、“なんさん”の愛称で慕われ、

お酒好きの気さくな先輩でした。長年、鈴木康夫会長・安岡 保理事長とのコンビでついこの間まで

元気に活動されていたことが懐かしく思い出されます。“岡林君、おまんも忙しいのう、体にきをつけ

て頑張りよ”の声が聴けないと思うと寂しく悲しい気持ちでいっぱいです。心からご冥福をお祈り致

します。 

“なんさん“長い間お疲れさまでした、ゆっくりお休みください、有難うございます！ 

 

2020 年 7 月 6 日 

ＮＰＯ高知県日中友好協会会長 岡林俊司 

 

 

< 6/12付のお知らせとお願い＞で会員の皆さんにお知らせしました標記カンパの取り組みは6月20

日開催の第 3 回理事会で次のとおり決定しましたのでご協力よろしくお願い致します。 

理事会提案・決定事項 

  ・コロナ禍で“留学生が困っている”との報告が高知大学中国人留学生学友会から当協会役員に

あり、会報 63 号で記載のとおり役員有志が食料品の支援を行ってきました。また留学生の中

には帰国して在学していた中国の大学に 9 月に復学する学生もいます。とくに今回問題となっ 
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たのは、国際線の航空券が減便のためとれない、とれても値段が異状に高額（例:成田――上海

30 万円）で、高知での生活をアルバイトで補っていた留学生がその費用を工面できず帰国でき

ない状態が起こりました。 

  ・このため高知大学・研究国際部国際交流室・留学支援係の担当者の方とも協議し、大学として

何ができるかを話し合っていますが、帰国便の航空券はすぐとらないと無くなるため当協会の

役員が航空券代金を立て替えている状態です。（この時点で上海便は満席で取れなく四国華僑華

人連合会のお世話で成田--ハルピン線を確保） 

  ・以上のことから役員個々の取り組みには限度があることから会員の皆さんへのカンパをお願い

する次第です。ご理解ご協力の程よろしくお願い致します。なお、カンパの目標額は理事会で

決定しますが 30 万円程（航空券・2 週間のホテル滞在費）です。 

 

カンパ振り込み口座 

四国銀行・県庁支店 普通 5145998 

特定非営利活動法人高知県日本中国友好協会 

トクヒ）コウチケンニホンチュウゴクユウコウキョウカイ 

 

以上の状況から次の内容で取り組むこととします。 

 ・カンパの目標額は 30 万円だが集まらない場合は不足額を西内基金（約 106 万円）から拠出する 

 ・カンパ金額は当然任意だが、役員の皆さんには 2,000 円～10,000 円の範囲でお願いします。 

 ・カンパの使途は当面 8 月 2 日の成田—ハルピン線の航空代金（114,500 円）、ハルピンでの 2 週間

の滞在費（7～8 万円）、生活資金貸出金（1 万円）等とします。 

 ・上記口座はカンパ特別会計としカンパ（寄付）以外の目的には支出しない。総会に収支を報告し

ます。 

 ・今後、今回のような事例が生じた場合は残金の範囲内の対応を基本とします。 

 

 

 

※上記内容を第 3 回理事会で確認しましたが、7 月になってご本人から別記のお礼状と共に“航空

券代は中国の大学（江蘇省常州大学）が負担してくれることになりました”との連絡がありました。

（彼女が成績優秀の特待生だからとのこと） 

 従って､今回ご本人に多くの金額をお渡しする必要性が無くなりました。ただこのような事例が今後

起こる可能性もありますので会員の皆様には任意カンパとしての取り組みをお願いする次第です。 

  



3 
 

 

 

 

会報 63 号で紹介した下記書籍をぜひ読んでください。なお、⑥は今回の提起です。 

① 日中外交の黒衣六十年（南村志郎著）７００円（定価の半額） 

② 弁護士 50 年、次世代への遺言状（藤原充子著、上・下巻）1,500 円 

③ 習近平「国政運営を語る・第２巻」（日本語版・中国語版）無料 

④ 中国魅惑の雲南～１万２千キロの風景～（川野和子著）無料 

⑤ 雲南にシャングリ・ラはあるか（川野和子著）無料 

⑥ 牛子華・山水画集 2,000 円を 1500 円にします 

※①~③はこれまでもお知らせしたものです。とくに②については当協会の藤原充子顧問が、この本の

出版を記念して当協会へ各２０万円寄付して頂いたものです。あらためて御礼を申し上げます。 

※④・⑤は会報 63 号で初めて紹介したものです。当協会の顧問でもある川野和子さん（土佐情報経理

専門学校）が１９８３年から１９９５年にかけて中国を取材した内容をまとめたものです。とくに④は写

真付きの６１６ページに及ぶ大作で出版した１９９７年の定価は 4,000 円です。今回⑤と一緒に寄贈して

頂きました。御礼を申し上げます。 

※⑥は松山市在住の書家・牛子華先生が中国の史跡と四国 88 カ所の寺院を描いたものを日中平和友好

条約締結 40 周年を記念して 2018 年に出版された画集です。実物の絵は東京、大阪、京都などで展覧会を
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開いています。牛子華さんはこの 2 年間「春節を祝う会」で墨絵を描いた方です。貴重な画集ですので是

非ご覧ください。 

 会報 63 号でお知らせしたようにマスク 2000 枚が当協会にあります。（公社）日中友好協会などか

ら寄贈されたものです。 

 現在マスクも買いやすくなりましたが、まだ割高です。マスクが必要でお困りの方（団体）がいま

したら、事務局へお知らせください。 

 

会報への投稿をお待ちしています！！ 

日中友好に関することだけでなく、会員の皆さんが体験したことや、世の中の出来事で感じたこと

をお知らせください。相互通行の会報にしたいと思います。（編集部） 


